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2広報せきかわ　2009・６月号 

　
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
型
）
は
、

人
か
ら
人
に
感
染
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
に
変
異
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

予
防
の
心
構
え
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
人
に
は
感
染
し
に
く
か
っ
た
動

物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
遺
伝
子
が
変
異
し
て
、
人
か
ら

人
へ
容
易
に
感
染
す
る
力
を
獲
得

し
、
人
に
と
っ
て
新
た
な
ウ
イ
ル

ス
と
な
っ
て
引
き
起
さ
れ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
と
い
い
ま
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
て
、
人
は
免
疫
を
持
た

な
い
た
め
、
過
去
の
例
か
ら
も
人

へ
の
感
染
拡
大
が
急
速
に
進
み
、

世
界
的
な
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
過
去
に
も
新
し
い
種
類
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
世
界
で

多
く
の
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
十
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
で

は
、
世
界
中
で
二
五
％
〜
三
〇
％

の
人
が
感
染
し
、
日
本
で
は
三
十

九
万
人
が
死
亡
し
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
に
比
べ
て
人
口

の
増
加
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
が

進
み
、
交
通
機
関
も
発
達
し
て
い

る
現
代
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
世

界
中
に
急
激
に
広
が
り
ま
す
。 

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
で

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
危

機
管
理
を
六
段
階
に
分
け
て
い
ま

す
。
現
在
発
表
さ
れ
て
い
る
危
機

管
理
レ
ベ
ル
は
「
フ
ェ
ー
ズ
５
（
五

月
二
十
七
日
現
在
）」。
こ
れ
は
、

世
界
規
模
で
み
る
と
、
人
か
ら
人

へ
の
感
染
が
増
大
し
て
い
る
段
階

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

　
　
　
の
予
防
と
対
策 

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
理
解
と 

　
　
　
　
早
目
の
準
備
を 

特集 特集 

新型インフルエンザの発生段階 

過去の新型インフルエンザの発生状況 

段階 新型インフルエンザの発生状況 

フェーズ1 ヒトに感染する可能性のある新型ウィルスが出現 

フェーズ2 ヒトに感染する危険性の増大 

フェーズ3 新型インフルエンザがヒトに感染 

フェーズ4 限定された範囲でヒトからヒトへ感染 

フェーズ5 　　　ヒトからヒトへの感染の増大 

フェーズ6 世界的な大流行（パンデミック） 

＊WHOの資料を基に作成 

ヒ
ト
へ
の
感
染
が
拡
大 

現在 

※　　のなかの文字は、 
　インフルエンザの型 

1918 スペインインフルエンザ 

H1N1

1889

H2N2

1900

H3N2

1968 香港インフルエンザ 

H3N2

1857 アジアインフルエンザ 

H2N2 H1N1

11年 18年　　　　39年　　　　　11年　　 40年以上　　　（発生周期） 

1880　 1900　 1920　 1940　 1960　 1980　 2000　2009　（年） 

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？ 

 

短
期
間
で

短
期
間
で 

　
感
染
が
起
こ
る

　
感
染
が
起
こ
る 

世
界
的
大
流
行
の
危
険

世
界
的
大
流
行
の
危
険 

短
期
間
で 

　
感
染
が
起
こ
る 

世
界
的
大
流
行
の
危
険 



3 広報せきかわ　2009・６月号 

　
基
本
的
に
す
べ
て
の
人
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
、

抵
抗
力
（
免
疫
）
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
と
、
急
速

に
広
が
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
人
口
増
加
や
都
市
へ

の
人
口
集
中
、
飛
行
機
の
よ
う
な

短
時
間
で
多
く
の
人
が
移
動
で
き

る
交
通
機
関
の
発
達
な
ど
に
よ
っ

て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
短

期
間
の
う
ち
に
、
ひ
と
つ
の
地
域

だ
け
で
な
く
、
地
球
全
体
に
広
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

大
流
行
を
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と

い
い
ま
す
。 

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
た
場
合
、

大
き
な
社
会
影
響
や
混
乱
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
機
関

に
は
患
者
が
あ
ふ
れ
ま
す
が
、
医

療
関
係
者
が
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
労
働
力

が
失
わ
れ
、
物

流
停
滞
に
よ
る

医
療
品
や
食
料

品
の
不
足
、
電

気
・
水
道
・
ガ

ス
の
供
給
や
ゴ

ミ
処
理
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
情

報
の
氾
濫
に
よ
る
混
乱
な
ど
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
に

流
行
す
る
こ
と
か
ら
近
隣
地
域
か

ら
の
支
援
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。 

　
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
に
も
と
づ
い
て
対
応
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
日
ご
ろ
の

健
康
管
理
な
ど
で
、
影
響
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
初
期
症
状
は
三
十
八
度
以
上
の

高
熱
が
突
然
出
て
、
せ
き
な
ど
の

気
道
症
状
や
全
身
倦
怠
な
ど
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ほ
ぼ
同
様

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
下
痢

や
嘔
吐
、
腹
痛
、
胸
痛
、
鼻
出
血
、

歯
肉
出
血
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
潜
伏
期
間
、

重
症
の
程
度
と
時
期
、
好
発
年
齢

な
ど
の
情
報
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
流
行
し
て
い
る
Ｈ
１
Ｎ

１
型
は
、
弱
毒
性
と
い
う
こ
と
で
、

致
死
率
は
低
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
過
程
で

強
毒
性
へ
突
然
変
異
す
る
可
能
性

も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

様
で
、
発
熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
、

節
々
の
痛
み
、
頭
痛
、
悪
寒
、
と

い
っ
た
内
容
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
特
徴
が
異
な
る
た
め
、
現

在
で
は
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？ 

新型インフルエンザの流行まで 

季節性インフルエンザ 
 
 

晩秋から早春に流行 
 
 

高齢者が多い 
 
 

幼・小児や高齢者、 
免疫の低下している人 

新型インフルエンザ 

38℃以上の発熱、頭痛、 
関節痛、筋肉痛、のどの 
痛み、鼻水など、ほかにも 
気管支炎、肺炎、中耳炎、 
熱性けいれんを併発 

流行するウィルスに 
より特徴が異なるた 
め、現在では予測で 
きません。 

　　　（予測） 
38℃以上の発熱、鼻 
血、筋肉痛、多臓器 
不全、肺炎、下痢、 
腹痛、心筋炎、呼吸 
困難など 

時　期 

死亡者の 
年齢層 

主な症状 

感染者 
の特徴 

新型インフルエンザと 
　季節性インフルエンザの比較 

新型インフルエンザが人で 
爆発的に流行するおそれ 

野鳥 

鶏等 
（家きん） 

ヒト 
インフルエンザ 
ウィルス 

新型インフルエンザ 
パンデミック 
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4広報せきかわ　2009・６月号 

　
神
戸
か
ら
始
ま
っ
た
国
内
感
染

者
は
日
増
し
に
増
え
、
五
月
二
十

七
日
現
在
で
三
百
五
十
二
人
に
な

り
ま
し
た
。 

　
も
し
身
近
な
地
域
ま
で
流
行
が

広
ま
っ
た
場
合
は
、
外
出
後
の
手

洗
い
と
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

人
混
み
に
行
か
な
い
、
十
分
な
休

養
や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と

っ
て
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
策
を
基
本
に
し
て
、
次
の
と
お

り
備
え
て
く
だ
さ
い
。 

　せき、くしゃみ、つばな
どによって、ウイルスが飛
び散って感染するため、手
洗い、うがい、マスクの着
用をしてください。また、
せきエチケット（右下参照）
も大切です。　　　　　　 

今
で
き
る
、流
行
へ
の
備
え 

予防に効果のある手洗いとうがい 

うがいはのどの奥まで届くように！！ 

手首や指の間もしっかり洗いましょう！！ 

◎手洗い・うがい・マスクの着用 

　家族が感染した場合に、ほ
かの人への感染を防いだり、
生活を維持したりするために、
どのように役割を分担し対応
するのか相談しておきましょ
う。また、地域でも発生時の
安否確認や連絡体制などにつ
いて相談、準備しておきまし
ょう。 

◎事前に家族や地域で相談、準備 

　テレビや新聞、インターネットなどで情報を収集し、
流行時にあわてないよう準備しておきましょう。 

インターネットからの情報収集 
◎厚生労働省ホームページ　http://www-bm.mhlw.go.jp/ 
◎厚生労働省検疫所　http://www.forth.go.jp/ 
◎新潟県ホームページ　http://www.pref.niigata.lg.jp/

◎情報の収集 

　もし自分に熱などの症状が出た場合は、まずインフ
ルエンザコールセンターに電話で相談しましょう。
（次ページ参照）直接医療機関を受診すると、他の患
者さんに感染させてしまう可能性があります。 
　皆さん一人ひとりが新型インフルエンザを理解し、
早めの準備と正しい行動をすることで新型インフルエ
ンザによる被害が軽減されます。 

◎正しい知識で、冷静に行動 

　海外での発生による輸入停止や国内外での物
流の停滞などが予想されます。その対応と不要
不急の外出を避ける
ため、最低でも２週
間分以上の備蓄品を
準備しましょう。　
　　（次ページ参照） 

◎２週間分以上の備蓄品 

　くしゃみには約200万個、せきには約90万個の

ウイルスが含まれていて、飛沫感染はインフルエ

ンザウイルスを感染させる最大の経路です。 

　せきエチケットは、新型インフルエンザだけで

なく、通常の風邪やインフルエンザのまん延を防

ぐのにも有効です。 

●せきエチケット 
①せきやくしゃみが出 

　る場合は、マスクを 

　するか、ティッシュ 

　で口元を覆い、ほか 

　の人から顔をそむける。 

②鼻水、たんなどが付いたティッシュは、すぐに

　フタ付きのゴミ箱に捨てる。 

③せきをしている人には、マスクを着用してもら

　う。 

他人にうつさない！ 
　　せきエチケットを広めよう 

せ き エ チ ケ ッ ト  



5 広報せきかわ　2009・６月号 

　新型インフルエンザが発生したら、感染を避けるため、

極力外出を避けましょう。 

　流行期は２か月間続くとも予想されるので、最低２

週間分、できれば２か月分の備蓄品が必要です。それ

ぞれの家庭で話し合い、万全の準備を心がけましょう。 

◎感染予防・医薬品 

◎食料品 

　常備薬、マスク、使い捨て
ゴム手袋、漂白剤、消毒用ア
ルコール、水枕、保冷剤、カ
イロなど 

　米、インスタントラーメン、
乾パン、調味料、レトルト食
品、缶詰、菓子、水（ミネラ
ルウォーター含む）、ペット
ボトル飲料、栄養補助食品な
ど 

　懐中電灯、乾電池、ろうそ
く、マッチ、ライター、紙コ
ップ・皿、ラジオ、カセット
コンロ、トイレットペーパー、
ティッシュペーパー、ラップ、
アルミホイル、洗剤、石けん、
シャンプー、ビニール袋など 

◎日用品 

備 蓄 品 の 準 備  

　感染防止策は生活習慣病と密接に関連していま

す。手洗いとうがいを例にとれば、手の中でもウ

イルスが付着しやすいのは、物をつまむ時に使う

指先です。また、ウイルスは喉より先に口の中に

付着します。指先を手のひらで擦り洗いし、うが

いの前後には口の中をゆすぐことを習慣にしてく

ださい。そして、外出先での飲食時にも、まず手

洗いとうがいが必要だと感じ、用事がなければ人

混みを避ける。これらのことを無意識に実行する

ようになれば、“手洗いとうがい”は生活習慣と

して立派に定着したことになります。 

　パンデミックという言葉は、語感的にパニック

を連想させますが、《広く動物のあいだに》の対

義語で、《広く人間のあいだに》ほどの意味でし

かありません。無頓着でも困りますが、むやみに

恐れる必要はありません。 

　有効な感染防止策を生活習慣として上手に定着

させ、今だけではなく長く続けることが大切です。 

感
染
か
も
し
れ
な
い
!! 

　
　
　
　
そ
の
時
の
行
動
は
… 

関川診療所　所長　佐 藤 知 矢 先生 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

　
　
対
策
を
生
活
習
慣
に 

　感染が拡大し続け、指定医療機関で対応でき
なくなったら、村上圏域内に「発熱外来」が設
置されることになっています。また国の方針で、
一般医療機関にも受診受け入れを要請すること
になるかもしれません。いずれにせよ、必ずコ
ールセンターに相談をしてください。 

感染の疑いがないと思われる方 

関川村コールセンターに電話 
☎64－1472（役場住民福祉課） 

感染の疑いがあると思われる方 

一般病院の受診へ 

①コールセンターから村上保健所へ連絡 
②保健所が指定医療機関（現在は新発田
　病院）と調整 
③保健所から受診の仕方などについて直
　接連絡が入り、その後に受診（詳細な
　検査や治療。必要な方は入院） 

＊感染拡大防止のため、保健所を通さな
　いで受診することは、決してしないよ
　うにしてください。 

　感染者と一般患者が同じ外来で会って感
染が拡大することを防止するため、一般の
病院でいいのか、新型インフルエンザ専門
外来がいいのかを相談します。 

■開設時間 
　平日：８時30分～17時30分 
　休日：８時30分～12時 
　※感染者の発生状況によって、休日を　
　　17時30分までに変更 

■上記の時間以降は 
　・県庁健康対策課　☎025-280-5200 
　・村 上 保 健 所　☎53-1975 

■相談内容 
　発熱状況などの症状やインフルエンザ患
者との接触歴などをお聞きします。 

電
話
で
の
聞
き
取
り
の
結
果

電
話
で
の
聞
き
取
り
の
結
果 

電
話
で
の
聞
き
取
り
の
結
果 

新型インフルエンザに 
感染の疑いを持ったら… 
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　村では、皆さんに安全でおいしい水をお届けするた

めに、毎月定期的に水質の検査を行っています。 

　下表が昨年９月に家庭の蛇口から採水した水の全項

目についての水質検査結果です。実施している52項目

すべてが基準に適合していて、安心・安全な水です。 

■水道に関するお問い合わせ 

　建設環境課水道環境班　☎６４－１４７９ 

おいしいね 
　この水未来に いつまでも 

第51回水道週間　6/1～6/7

関川村の水道水質検査結果 平成20年度検査結果 

メーターボックスの上には物を置かないなど、水道メーターの検針にご協力をお願いします 



磨き抜かれた 
消防操法技術を競う 

7 広報せきかわ　2009・６月号 

　
五
月
十
七
日
、
関
川
村
消
防
団

の
春
季
消
防
演
習
と
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
が
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
で

行
わ
れ
、
各
分
団
の
選
手
た
ち
が

日
ご
ろ
鍛
え
た
消
防
操
法
技
術
や

士
気
の
高
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
に
は
、
七

つ
の
分
団
か
ら
七
チ
ー
ム
が
出
場
。

夜
間
や
早
朝
に
訓
練
を
重
ね
て
き

た
団
員
た
ち
は
、
指
揮
者
の
号
令

で
一
斉
に
操
作
に
取
り
掛
か
り
、

機
敏
な
動
き
で
ホ
ー
ス
延
長
な
ど

の
操
法
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
接
戦
の
末
に
第
六
分

団
が
優
勝
し
、
三
連
覇
を
達
成
。

六
月
二
十
八
日
、
村
上
市
（
朝
日

地
区
）
で
開
催
さ
れ
る
郡
市
操
法

競
技
会
に
出
場
し
ま
す
。 

■
競
技
会
成
績 

▽
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

　
優
　
勝
　
第
六
分
団（
九
ケ
谷
） 

　
第
二
位
　
第
七
分
団（
七
ケ
谷
） 

　
第
三
位
　
第
四
分
団（
女
　
川
） 

■
優
秀
選
手
賞 

※
○
数
字
は
分
団
。
敬
称
略
。 

▽
指
揮
者
　
④
近
　
和
也（
朴
坂
） 

▽
一
番
員
　
⑦
高
橋
正
弘（
大
石
） 

▽
二
番
員
　
②
堀
　
直
樹
（
沢
） 

▽
三
番
員
　
⑦
川
又
健
一（
鮖
谷
） 

第
六
分
団
選
手
　
　
＊
敬
称
略 

前
列
左
か
ら
八
幡
忠
隆
（
片
貝
）・

新
野
太
一
郎（
金
丸
）、
後
列
左
か

ら
菅
原
健（
片
貝
）・
伊
藤
浩
昭（
聞

出
）・
伊
藤
祐
太（
沼
） 

磨き抜かれた 
消防操法技術を競う 

第
６
分
団
（
九
ケ
谷
）
が
三
連
覇
達
成 

平成21年度 
　関川村春季消防演習・ポンプ操法競技会 

FIRE  FIGHTING
SPIRITS

2009

ポンプ操法競技会の開会式では、互いの 
健闘を誓い合った 

会
場
の
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
に
は
、 

菅
原
修
団
長
以
下
、
二
百
八
十
八 

人
の
団
員
が
出
動
・
整
列 

小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
チ
ー
ム 



8広報せきかわ　2009・６月号 

　
四
月
二
十
三
日
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
生
物
や
河
川
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
荒
川
漁
業
協
同
組
合

主
催
の
「
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
放

流
式
」
が
、
荒
川
水
辺
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
放
流
式
に
は
、
村
内
保
育
園
の

年
長
児
四
十
二
人
が
参
加
。
放
流

し
た
稚
魚
は
体
長
約
10
　
で
、
荒

川
漁
業
協
同
組
合
で
昨
年
の
秋
か

ら
育
て
ら
れ
た
も
の
。
中
倉
虎
治

組
合
長
が
「
海
か
ら
た
く
さ
ん
荒

川
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
、
皆
さ

ん
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
す
と
、

子
ど
も
た
ち
は
、
「
大
き
く
な
っ

て
帰
っ
て
き
て
ね
」
な
ど
と
呼
び

か
け
な
が
ら
、
約
二
万
匹
を
清
流

荒
川
へ
放
流
し
ま
し
た
。
荒
木
桜

輔
さ
ん
（
下
関
保
育
園
・
上
関
）

は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

サ
ク
ラ
マ
ス
が
故
郷
の
川
へ
戻
っ

て
来
る
の
は
、
三
〜
四
年
後
。
大

き
く
育
っ
て
、
荒
川
へ
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
五
月
十
日
、
役
場
前
の
「
柳
と

せ
せ
ら
ぎ
通
り
」
を
中
心
に
、
下

関
堀
と
柳
通
り
の
会
（
佐
藤
成
一

会
長
）
主
催
の
「
堀
と
柳
の
春
ま

つ
り
」
が
開
催
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
村
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
で
は
、
ふ
る
ま
い
酒
や

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
人
気
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
、
笹
舟

レ
ー
ス
、
越
後
関
川
龍
泉
太
鼓
、

関
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
好
評
の
平
田

大
六
村
長
が
ガ
イ
ド
を
務
め
る
「
街

並
み
見
学
ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
、
普
段

非
公
開
の
佐
藤
邸

や
津
野
邸
、
旧
斉

藤
医
院
、
大
蔵
神

社
、
桂
岩
寺
な
ど

を
案
内
。
参
加
し

た
方
は
、
平
田
村

長
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
往
時
の
趣

を
し
の
ん
で
い
ま

し
た
。 

　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
新
潟
市
の
男
性
の
方

は
「
歴
史
あ
る
米
沢
街
道
の
街
並

み
を
、
村
長
が
詳
し
く
案
内
し
て

く
れ
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」
と
、
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。 

「
大
き
く
な
っ
て
、ま
た
荒
川
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
帰
っ
て
き
て
ね
！！
」 

園児がサクラマスの稚魚を放流 
～荒川水辺プラザ～ 

春
の
陽
気
に
包
ま
れ
盛
大
に
開
催 

　「トキめきクラブ（大島ミイ子会長）」
では、会員を募集しています。 
　トキめきクラブは、健康づくりを目的
として村内有志で作ったサークルで、現
在、会員は20人。毎週金曜日、村民会
館大ホールでリズムウォークを中心に運
動を行っています。興味のある方はぜひ、
一緒にいい汗を流してみませんか？ 
◆問い合わせ・申し込み先 
　大島ミイ子 自宅　☎６４－０５２９ 
　平田　明子 自宅　☎６４－１５０５ 

一緒にいい汗かきませんか？ 
トキめきクラブ会員募集 

▲品揃えの多さやリーズナブルな価格で人気の 
　フリーマーケット広場。 

堀
と
柳
の

堀
と
柳
の 

　
　
春
ま
つ
り

　
　
春
ま
つ
り 

堀
と
柳
の 

　
　
春
ま
つ
り 
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土
沢
小
学
校
の
学
校
田
は
、
五

月
十
三
日
、
昔
な
が
ら
の
手
植
え

に
よ
る
田
植
え
を
、
全
校
児
童
四

十
二
人
で
行
い
ま
し
た
。 

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ワ
ク
の
マ

ス
目
に
沿
っ
て
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
な
が
ら
て
い
ね
い
に
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。 

　
駒
沢
大
珠
さ
ん
（
三
年
・
鍬
江

沢
）
は
「
田
ん
ぼ
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち

ゃ
し
て
い
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
土
沢
小
学
校
で
は
、
有
機
農
法

で
栽
培
す
る
こ
と
に
し
て
い
て
、

秋
の
刈
り
取
り
後
は
天
日
干
し
で

乾
燥
し
、
給
食
や
き
り
で
ま
つ
り

で
食
べ
る
計
画
に
し
て
い
ま
す
。 

◇
　
　
　
　
　
◇ 

　
村
内
各
地
の
田
植
え
は
五
月
十

日
頃
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
農
家

の
皆
さ
ん
は
、
手
際
よ
く
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。 

農
家
の
方
は
「
今
年
は
暖
か
い
日

が
続
い
て
い
る
の
で
、
苗
の
育
ち

が
と
て
も
い
い
よ
う
で
す
」
と
、

家
族
の
皆
さ
ん
と
精
を
だ
し
て
い

ま
し
た
。 

　
五
月
七
日
、
第
四
十
九
回
関
川

村
商
工
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
敬
称
略 

―
三
十
年
勤
続
― 

▽
渡
辺
正
友
（
渡
辺
モ
ー
タ
ー
ス
） 

▽
横
山
酉
作
（
渡
辺
モ
ー
タ
ー
ス
） 

▽
近
　
庄
一 

　
　
（
㈱
花
立
屋
食
品
セ
ン
タ
ー
） 

―
二
十
年
勤
続
― 

▽
高
橋
和
久 

　
　
（
㈱
花
立
屋
食
品
セ
ン
タ
ー
） 

―
十
五
年
勤
続
― 

▽
小
野
富
美
子
　
（
栄
久
堂
薬
舗
） 

▽
渡
辺
竹
彦
（
渡
辺
モ
ー
タ
ー
ス
） 

▽
川
又
久
夫
　
（
㈱
平
田
鉄
工
所
） 

―
十
年
勤
続
― 

▽
境
　
勘
一
　
（
㈱
平
田
鉄
工
所
） 

―
五
年
勤
続
― 

▽
松
村
定
秋
（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
） 

▽
田
島
伊
市
（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
） 

村
内
各
地
で
田
植
え 

　
　
黄
金
色
に
変
わ
る
秋
の
収
穫
が
楽
し
み 

関
川
村
商
工
会 

　
永
年
勤
続
優
良 

　
　
　
従
業
員
表
彰 

　「関川まるごとウォークロスハンティング」は、「ウォ

ークラリー」「クロスワードパズル」「トレジャーハンテ

ィング」の全てが楽しめる、関川村を舞台としたオリジ

ナルイベント。第３弾の今年は、２回開催されます。 

参加資格 

　☆関川村を好きな人で、イベントパンフレットを持っ

て　　いれば誰でも無料で参加可能です 

　☆正解者の中から抽選で豪華賞品が当たります 

　☆コースは、車コースと徒歩コースがあり、両方の参

加　　も可能 

開催期間（どちらも参加可能） 

　☆第１章　５月30日(土)～８月２日(日) 

　☆第２章　10月３日(土)～11月29日(日) 

問い合わせ先 

　村観光協会（農林観光課内）☎６４－１４７８ 

�
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
し
た
ら
冒
険
の
は
じ
ま
り
… 

関川まるごとウォークロスハンティング 第３弾 

にゃん吉の大冒険に参加しよう 
第1章 は5月30日(土)～8月2日(日)



各地で閉校記念の大運動会 各地で閉校記念の大運動会 
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「
未
来
に
は
　
ゆ
た
か
な
森
に 

あ
え
る
か
な
」
―
。
こ
れ
は
、
平

成
二
十
一
年
度
緑
の
募
金
標
語
で
、

上
越
市
立
直
江
津
南
小
学
校
五
年

生
の
小
沼
廉
君
の
作
品
で
す
。 

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
毎
日

の
暮
ら
し
と
強
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
が
「
環
境
」
で
す
。
そ
れ
は
、

空
気
や
水
、
木
、
草
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
物
、
川
、
沼
、
湖
、
山
、
海

な
ど
の
自
然
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
を
「
自
然
環
境
」
と
い

い
ま
す
。 

　
近
年
、
私
た
ち
の
里
山
が
一
変

し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、

森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

酸
素
を
放
出
す
る
と
い
う
「
同
化

作
用
」
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

緑
豊
か
な
周
辺
の
山
々
が
、
こ
れ

か
ら
夏
に
か
け
て
ナ
ラ
枯
れ
を
起

こ
し
、
秋
の
紅
葉
の
よ
う
に
赤
茶

け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
環
境
を

傷
つ
け
て
い
る
原
因
を
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
周
辺
の
里
山
の
ナ
ラ
枯
れ
は
、

現
在
が
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
の
拡
大
は
、
地
球
温
暖

化
に
よ
っ
て
病
原
菌
を
持
ち
込
む

「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
の

活
動
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
も
一

因
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
新
潟

日
報
三
月
十
六
日
付
け
里
山
一
変

よ
り
） 

　
五
月
十
八
日
、
新
潟
日
報
の
朝

刊
で
佐
渡
の
ト
キ
特
集
を
読
ん
だ
。

放
鳥
さ
れ
て
間
も
な
く
八
か
月
だ

が
、
環
境
の
変
化
で
「
ト
キ
は
ど

こ
で
も
必
死
で
餌
を
求
め
て
い
る

が
、
人
が
近
づ
き
す
ぎ
て
寝
ぐ
ら

が
一
定
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

住
み
や
す
い
環
境
を
求
め
続
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
、
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
緑
の
減
少
に

よ
り
、
動
植
物
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
滅
び
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

速
や
か
に
そ
の
対
策
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。 

　
平
田
大
六
村
長
は
、
平
成
二
十

一
年
度
の
施
政
方
針
で
、
化
石
燃

料
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と

し
て
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
に
も
先
進
地
視
察
の

報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

や
た
ら
と
カ
タ
カ
ナ
語
が
使
用
さ

れ
、
私
た
ち
高
齢
者
が
理
解
に
苦

し
む
…
。
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と

を
い
う
前
に
、
や
さ
し
い
説
明
が

あ
っ
て
こ
そ
環
境
問
題
に
関
心
が

深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ

ス
を
新
辞
典
で
引
く
と
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
見
た
生
物
体
。

生
物
由
来
資
源
」
と
あ
る
。
そ
こ

か
ら
判
断
し
、
理
解
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
関
川
村
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
村
で
す
。
四
月
上
旬
に
鷹
の
巣

公
園
へ
カ
タ
ク
リ
の
花
の
散
策
に

行
っ
た
時
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
自
然
百
選
の
森
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
ナ
ラ
の

木
が
、
こ
の
三
年
間
で
急
速
に
枯

れ
始
め
、
ト
ー
タ
ル
三
百
五
十
本

伐
採
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

　
大
自
然
が
少
し
ず
つ
滅
び
始
め

て
い
ま
す
。
「
明
日
で
は
エ
コ
は

間
に
合
わ
な
い
」
―
。
続
き
は
次

回
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

森
林
の
変
化 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

　
　
　
　

地
球
温
暖
化

⑤
」 

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
） 

　
５
月
下
旬
、
関
小
学
校
運
動
会
、

霧
出
、
七
ケ
谷
、
川
北
、
女
川
地

区
の
郷
民
運
動
会
が
各
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
運
動
会
は
、
来
年
四
月
に
小
学

校
が
統
合
さ
れ
る
た
め
、
小
学
校

と
各
地
区
の
住
民
合
同
で
の
開
催

は
今
年
が
最
後
。
五
月
二
十
三
日

に
土
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
、
閉
校
記
念
き
り
で
大
運

動
会
に
参
加
し
た
佐
藤
優
太
さ
ん

（
土
沢
小
六
年
・
大
島
）
は
「
土

沢
小
学
校
と
地
域
の
最
後
の
運
動

会
と
な
っ
て
さ
み
し
い
け
ど
、
心

に
残
る
運
動
会
に
し
た
い
で
す
」 

と
、
閉
校
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、

趣
向
を
こ
ら
し
た
競
技
に
そ
う
快

な
汗
を
流
し
、
子
ど
も
た
ち
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で 

　
　
　
　
さ
わ
や
か
な
汗 

▲集落ごとに分かれ、子どもから大人まで力を合わせて 
　競争した「郷民コミュニティレース」 
（５月23日・土沢小学校グラウンド） 

各地で閉校記念の大運動会 
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　桂の関温泉ゆ～むの入館者が、５月３日、

200万人に達しました。これは平成９年７月

のオープンから11年10か月での達成です。 

　記念すべき200万人目に来館した幸運の方

は、赤間孝弘さん（宮城県大郷町）。記念品と

してコシヒカリ４㎏入りのミニ俵と女川ハム、

光兎もち、しいたけの詰め合わせが平田大六

村長から贈られました。 

　赤間さんは、お子さん３人と新潟へ観光に

訪れたとのことで「ゆ～むを利用するのは今

回初めてですが、とてもびっくりしました」

と、思わぬプレゼントに、驚いたようすでし

た。 

　平成９年７月18日　オープン 

　平成12年１月２日　　50万人 

　平成14年８月20日　100万人 

　平成17年11月５日　150万人 

　平成21年５月３日　200万人 

ありがとうございます 

桂の関温泉ゆ～む 

入館者200万人達成 

ゆ～
む入館200万人達成まで

　
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
赤
間
さ
ん
ご
一
家 　

四
月
十
七
日
、
荒
川
鮭
有
効
利

用
調
査
委
員
会
（
山
田
俊
治
郎
委

員
長
）
か
ら
村
に
、
学
童
支
援
助

成
金
と
し
て
十
万
円
の
寄
付
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
十
五
日

か
ら
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
、
日

本
一
の
清
流
・
荒
川
で
行
わ
れ
た

「
サ
ケ
釣
獲
調
査
」
の
収
益
金
の

一
部
を
学
童
支
援
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
寄
付
さ
れ
た
も
の
。 

　
サ
ケ
の
釣
獲
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
全
国
で
も
八
河
川
。
な

か
で
も
荒
川
の
サ
ケ
釣
り
は
、
大

規
模
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
釣
り
が

楽
し
め
る
と
好
評
で
、
全
国
か
ら

約
千
八
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
贈
呈
に
は
山
田
委
員
長
が
訪
れ

「
村
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
平
田
大
六
村
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

優雅な光を見に来てください 

ホタル舞道を指定 
関川村ホタルの会 

　
関
川
村
ホ
タ
ル
の
会
（
伊
藤
四

郎
会
長
）
が
、
村
内
の
ホ
タ
ル
生

息
地
の
指
定
箇
所
に
標
柱
を
設
置

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
村
内
各
地
の
ホ
タ
ル

生
息
地
を
十
年
間
観
測
し
た
結
果
、

ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
場

所
を
判
定
。
そ
の
結
果
、
下
川
口

と
山
本
地
内
の
村
道
沿
線
の
二
箇

所
を
「
ホ
タ
ル
舞
道
（
マ
イ
ロ
ー

ド
）
」
に
指
定
し
た
も
の
で
す
。

指
定
箇
所
に
は
、
自
然
環
境
の
保

護
や
里
山
の
大
切
さ
な
ど
、
大
勢

の
村
民
に
認
識
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
標
柱
を
設
置
し

ま
し
た
。
伊
藤
会
長
は
「
ホ
タ
ル

生
息
地
を
指
定
し
た
こ
と
で
、
自

然
を
大
切
に
す
る
意
識
の
醸
成
に

少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
村
内
の
ホ
タ
ル
前
線
は
、
六
月

末
か
ら
七
月
十
日
ご
ろ
。
な
か
で

も
、
七
月
の
初
め
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、

最
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
年
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
優
雅
な 

”ホ
タ
ル
の
光
（
ゆ
ら
ぎ
）“
に
接

し
て
、
心
身
の
充
電
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。 

マイロード 

ありがとう 
　　ございます 

学童支援金の寄付 

荒川鮭有効利用調査委員会 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
、
毎
年
五
月
三
十
一
日
を
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
バ
コ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
本
で
も
こ
の
禁
煙
デ
ー
を
含
む
一
週
間
を
禁
煙
週
間
と
し
て
、

毎
年
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
飲
食
店
な
ど
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
に
、
禁
煙
・
分
煙
な
ど
で
健
康

に
配
慮
し
た
空
間
の
提
供
を
行
い
、

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
飲
食
店

を
「
健
康
づ
く
り
支
援
店
」
と
し

て
県
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。 

　
村
で
は
、
学
校
や
役
場
、
そ
の

他
の
公
共
施
設
の
禁
煙
対
策
を
進

め
て
い
て
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
全
て

の
施
設
が
施
設
内
禁
煙
と
し
て
県

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
村
内
の
飲
食
店

や
事
業
所
な
ど
に
も
禁
煙
・
分
煙

施
設
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
お
客

さ
ま
が
喫
煙
す
る
方
だ
と
、
言
い

出
せ
な
い
…
」
「
店
の
収
入
減
に

な
っ
た
ら
困
る
…
」
「
分
煙
施
設

に
す
る
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か

る
…
」
な
ど
の
思
い
で
、
な
か
な

か
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。
今
後
は
商
工
会

の
会
議
や
、
飲
食
店
の
皆
さ
ん
と

の
話
し
合
い
、
お
客
さ
ま
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
行
い
、
具
体
的
に

取
り
組
め
る
こ
と
を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
飲
食
店
や
小
売
店

な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は 

 

「
煙
の
な
い
健
康
的
な
社
会
づ
く
り
」 

　
　
　
　
　
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間 

ク
リ
ー
ン
な
お
店
・ 

　
事
業
所
づ
く
り 

　
　
し
ま
せ
ん
か
？ 

健
康
づ
く
り
支
援
店 

（
禁
煙
部
門
）と
は
？ 

五
泉
市
立
村
松
小
学
校
６
年 

　
　
　
横
田
奈
々
さ
ん
の
作
品 

平成20年度 禁煙ポスターコンクール 
最優秀作品（小学４～６年生の部） 

　５月に実施した

特定健診と胸部検

診を受診できなか

った方は、７月11

日（土）の午前中に、

未受診者検診を実施しますのでご利

用ください。 

◆申し込み・問い合わせ先 

　６月15日（月）までに、住民福祉課

へ連絡ください。☎６４－１４７２ 

検診を受けられなかった 
　方はご利用ください 

７月11日（土）の 
　　　　未受診者検診 

健康づくり支援店の指定要件（主なもの）

上記の１～５のうち、１つ実施しているお店が指定されます。

施設内すべてにおいて終日喫煙を禁止している。 
 
・施設内に喫煙室を設置し、喫煙室内でのみ喫煙 
　を許可している。 
　（施設内のその他の場所では禁煙としている） 
・喫煙室において、たばこの煙を屋外に排出する 
　ために十分な排気風量を有する排気装置（換気 
　扇等）を設置している。 
 
禁煙席と喫煙席を設け、禁煙席と喫煙席の間に壁 
があり、禁煙席に煙が流入しない。 
 
禁煙タイムを設定し、禁煙タイム中は施設内すべ 
てにおいて喫煙を禁止している。 
※昼食時のみ禁煙タイムにするなど。 
 
施設内に禁煙フロアを設置し、禁煙フロア内では 
喫煙を禁止している。ただし、禁煙フロアは喫煙 
フロアより下部の階に設置しているものに限る。 

終日禁煙実施 
 
 
 
喫煙室設置によ 
る完全分煙実施 
 
 
 
禁煙席設置によ 
る分煙実施 
 

禁煙タイム設定 
 
 

禁煙フロア設置 

1 
 
 
 

2 
 
 
 
 
3 
 
 

4 
 
 

5

№ 支援内容 要　　　　　　件 

－胃がん検診日と同時実施－ 
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菅

原

　
茜
さ
ん 

（
下
関
保
育
園
保
育
士 

　
　
　
　
　
　
　
・
村
上
市
） 

　今年の４月から関川村の保育士に採用された

菅原茜さんにお話をお聞きしました。 

 

―保育士になろうと思ったきっかけは？ 

　私が保育園に通い始めた頃は、保育園に行く

のが嫌で泣いていました。そんな私をいつも笑

顔で迎えてくれる先生がいて、卒園する頃には

保育園が大好きになっていました。いつか私も

その先生のような保育士になりたいと思うよう

になったのがきっかけです。 

 

―関川村で仕事をしてみて、感じたことはあ

　りますか？ 

　村民の皆さんがとても優しく、温かく迎えて

くれて毎日がとても楽しいです。また、自然が

豊かで、その中でのびのびと保育ができるのが、

とても素晴らしいと日々感じています。 

 

―今、夢中になっているものはありますか？ 

　学生時代にずっとやっていたソフトテニスを、

昨年からまた始めました。高校を卒業して以来

なのでまだまだですが、試合にも出場したりし

ていて、とても楽しいです。 

 

―村民の皆さんにひと言お願いします。 

　保育士としてまだまだ未熟ですが、子どもた

ちの笑顔を力にして頑張っていきます。どうぞ、

よろしくお願いします。 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
の
お
話 

県
立
坂
町
病
院
　
神
経
内
科
医
長
　
新

井

亜

希

 

　
神
経
内
科
は
「
脳
・
脊
髄
・
末

梢
神
経
・
神
経
筋
接
合
部
・
筋
肉

の
病
気
」
が
専
門
の
科
で
す
。
心

の
病
気
で
は
な
く
、
脳
や
脊
髄
、

末
梢
神
経
、
神
経
筋
接
合
部
、
筋

肉
と
い
っ
た
体
の
部
品
に
不
具
合

が
起
こ
る
病
気
を
専
門
領
域
と
し

て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
」
は
、
神
経
内
科
の
代

表
的
な
病
気
の
一
つ
で
す
。
今
回

は
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
の
お
話

を
し
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
」
と
い
う
言
葉
が
た
く
さ

ん
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
か
、
歩
き

方
が
不
安
定
に
な
っ
て
く
る
と 

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
な
い
か
？
」

と
相
談
に
来
ら
れ
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
医
学
的
に
診

断
さ
れ
る
方
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

人
口
十
万
人
当
た
り
百
〜
百
五
十

人
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
で
は
な
い
か
」
と
、
心
配
し
て

受
診
さ
れ
た
方
で
も
、
実
は
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
で
は
な
い
他
の
病
気

で
あ
る
こ
と
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
見

え
る
け
れ
ど
も
、
実
は
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
で
は
な
い
病
気
」
も
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
す
。 

　
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は

ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
。
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
も
っ
と
も
代
表

的
な
特
徴
は
次
の
四
つ
で
す
。 

①
　
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

　
　
て
い
る
時
に
手
足
が
震
え
る 

②
　
動
作
が
ゆ
っ
く
り
に
な
り
、

　
　
動
作
そ
の
も
の
が
少
な
く
な

　
　
る 

③
　
筋
肉
の
緊
張
が
高
い
状
態
で
、

　
　
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
の
際
に

　
　
抵
抗
が
生
じ
る 

④
　
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
時

　
　
に
立
ち
直
り
に
く
い 

と
い
う
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
表

情
の
変
化
が
少
な
く
な
り
、
小
さ

な
声
で
ボ
ソ
ボ
ソ
と
話
す
様
子
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
体

の
動
き
を
適
切
に
、
滑
ら
か
に
制

御
す
る
役
割
を
果
た
す
脳
の
神
経

細
胞
が
少
な
く
な
っ
て
、
制
御
の

た
め
の
信
号
が
十
分
に
伝
わ
ら
な

く
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
症
状

が
出
現
し
ま
す
。 

　
治
療
と
し
て
は
、
体
の
動
き
を

適
切
に
制
御
す
る
た
め
の
信
号
を

補
う
働
き
を
す
る
薬
を
飲
む
、
内

服
治
療
が
主
体
に
な
り
ま
す
。（
一

部
で
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
従
っ
て
、
薬
は
適
切
な
量
を

適
切
な
方
法
で
内
服
し
続
け
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。 

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
薬
は
、
神

経
系
に
直
接
働
き
か
け
る
も
の
な

の
で
、
医
師
の
指
示
を
き
ち
ん
と

守
っ
て
内
服
し
て
く
だ
さ
い
。
勝

手
に
薬
の
量
を
増
や
し
た
り
、
減

ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
危

険
で
す
の
で
、
必
ず
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
☎
六
二
―
三
一
一
一 

あ
か
ね 



みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 
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健
康
づ
く
り
を
目
的
に
計
画
さ

れ
た
「
春
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
が

五
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
村
上
市
（
旧
山
北
町
）

小
俣
の
県
指
定
天
然
記
念
物
・
大

杉
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
平
成
の
名

水
百
選
に
も
選
定
さ
れ
た
大
毎
の

吉
祥
清
水
に
至
る
旧
出
羽
街
道
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
歴
史
と
文
化
、

味
覚
を
味
わ
え
る
全
長
約
十
四
┅
、

約
五
時
間
の
行
程
と
な
り
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
十
一
人
の
皆
さ
ん
は

「
路
肩
に
咲
い
た
花
も
楽
し
み
な

が
ら
、
気
持
ち
良
く
歩
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
」
と
、
春
の
陽
気
の

中
、
新
緑
を
感
じ
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
健
康
ウ
ォ
ー
ク
は
秋
に
も
計
画

さ
れ
て
い
て
、
十
一
月
十
五
日
に

葡
萄
峠
を
歩
く
予
定
で
す
。 

新緑の春を感じながら 

　　　気持ちよくウォーキング 

　梅雨の時期は出かけるのもおっくうになりがち。でも、雨の日は読書日和！図書室で読みたい本を

じっくり探してみるというのはいかがでしょうか。きっとあなたの心を満たす一冊が見つかります。 

７（日）20（土） 

14（日）　　　 

「雨、あめ」 
ピーター　スピアー　作　Eス 

「レインツリーの国」 
有川　浩　著　　913ア 

　雨の季節にピッタリ！雨の楽しさや美
しさが画面いっぱいに広がる字のない絵
本。雨の中でいきいきと変化する、いつ
もとちがう世界。親子でいろいろなお話
を作ってみては？ 

　きっかけは「忘れられない本」。そこ
から始まったメールの交換。そして、か
たくなに会うのを拒む彼女には、ある理
由があった…。清々しい青春恋愛小説で
す。 

～春の健康ウォーク in 旧出羽街道～ 

 　村では、今年の成人式を盛り上げて
くれる人材を募集しています。 われこ
そはという方は、ぜひ公民館まで！！  
◆内　容 
　昭和63年４月２日～平成元年４月１
　日生まれの方で、「こんな成人式を
　やりたい」「成人式を盛り上げたい」
　と考えている方５～６名程度。  
◆申込期限　６月15日(月)  
◆問い合わせ・申し込み先 
　生涯学習課　☎６４－２１３４ 

今年の成人式実行委員を募集！！ 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

昨年の成人式のようす 



草
花
を
愛
す
る

草
花
を
愛
す
る 

　
心
を
育
て
よ
う

　
心
を
育
て
よ
う 

　
　
　
　
緑
の
少
年
団

　
　
　
　
緑
の
少
年
団 
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随
想
リ
レ
ー 

63

大勝直行先生 
（川北小学校　教務主任） 

７月１日号は、中村　巌先生（関小）に 

バトンタッチ！ 

　
か
つ
て
、
小
学
校
の
一
年
生
を
担
任
し
た
と
き
、

富
有
柿
を
二
切
れ
、
三
切
れ
食
べ
さ
せ
「
な
あ
、

お
い
し
い
だ
ろ
。
桃
栗
三
年
、
柿
八
年
…
と
い
っ

て
、
種
を
ま
い
て
八
年
す
る
と
、
こ
ん
な
に
お
い

し
い
実
が
な
る
ん
だ
よ
」
と
、
だ
ま
か
し
て
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
半
分
に
切
っ
て
作
っ
た
植
木
鉢
に
、

食
べ
た
後
の
種
を
み
ん
な
で
埋
め
た
。 

　
猿
蟹
合
戦
の
蟹
の
如
く
、
早
く
芽
が
出
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
一
年
生
の
か
わ
い
い
子
た
ち
は
一

心
に
水
を
や
っ
た
。
す
る
と
、
本
当
に
芽
が
出
て
、

か
わ
い
い
双
葉
を
広
げ
て
育
ち
始
め
た
。
教
室
の

窓
辺
で
ち
ょ
っ
と
し
た
苗
木
に
な
る
ま
で
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
鉢
の
中
で
一
生
懸
命
世
話
を
さ
れ
な

が
ら
柿
の
種
は
育
っ
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
が
三
年
生
に
進
級
す
る
と
き
に
再

度
、
「
桃
栗
三
年
、
柿
八
年
…
と
い
っ
て
、
種
を

ま
い
て
か
ら
八
年
す
る
と
、
甘
い
実
が
な
る
ん
だ

よ
。
八
年
後
、
君
た
ち
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ

ろ
、
き
っ
と
甘
く
て
大
き
い
実
を
つ
け
る
ぞ
。
だ

か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ん
で
、
畑
の
隅
に
植

え
さ
せ
て
も
ら
い
な
」
と
言
い
聞
か
せ
て
、
育
て

た
柿
の
苗
を
持
ち
帰
ら
せ
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も

た
ち
の
柿
の
木
は
ど
う
な
っ
た
か
、
何
も
聞
こ
え

て
こ
な
い
。 

　
柿
の
お
い
し
さ
に
だ
ま
か
さ
れ
て
も
、
本
気
で

柿
に
実
を
付
け
さ
せ
た
い
と
夢
見
て
頑
張
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
。
人
の
心
に
夢
の
種
を
ま
く
こ
と

が
で
き
た
ら
と
、
あ
れ
か
ら
種
ま
き
男
に
精
を
出

し
て
き
た
。
そ
の
夢
を
育
て
て
実
を
手
に
入
れ
ら

れ
た
ら
…
ど
ん
な
に
幸
せ
か
。 

第
８
回
県
柔
道
選
手
権
大
会 

　
下
越
地
区
予
選
会 

第
29
回
全
日
本
学
童
軟
式 

　
　
　
　
　
　
　
野
球
大
会 

村
上
市
岩
船
郡
予
選
会 

第
21
回
下
越
中
学
校
選
抜 

　
野
球
大
会
（
相
馬
杯
） 

第
26
回
全
日
本
少
年
軟
式 

　
　
　
　
　
　
　
野
球
大
会 

　
下
越
地
区
予
選
会 

■
期
日
　
５
月
６
日 

■
会
場
　
京
ヶ
瀬
中
学
校
武
道
場 

■
成
績 

―
小
学
生
個
人
戦
― 

５
年
生
女
子
無
差
別
級 

▽
第
２
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
） 

　
　
　
　
　
　
　
※
県
大
会
出
場 

―
県
大
会
出
場
権
獲
得
― 

▽
加
藤
　
一
樹
（
下
関
） 

▽
佐
藤
　
弘
志
（
下
関
） 

▽
高
橋
　
　
孟
（
下
関
） 

■
期
日
　
４
月
29
日 

■
会
場
　
村
上
市
荒
川
多
目
的
グ

　
　
　
　
ラ
ウ
ン
ド 

■
成
績 

▽
優
勝
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

■
期
日
　
５
月
３
・
４
日 

■
会
場
　
胎
内
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
ド 

■
成
績 

▽
準
優
勝
　
関
川
中
学
校 

―
個
人
表
彰
― 

▽
敢
闘
賞
　
斎
藤
　
　
賢
（
下
関
） 

▽
打
撃
賞
　
鈴
木
　
直
人
（
下
関
） 

■
期
日
　
５
月
６
日 

■
会
場
　
胎
内
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
ド 

■
成
績 

▽
県
大
会
出
場
　
関
川
中
学
校 

　
五
月
九
日
、
緑
の
少
年
団
が
「
フ

ラ
ワ
ー
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。 

　
村
内
各
施
設
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

用
プ
ラ
ン
タ
ー
や
村
民
会
館
前
の

花
壇
に
、
ベ
ゴ
ニ
ア
や
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ら

か
わ
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た

「
植
樹
を
通
じ
、
自
然
を
学
ぶ
日
」

に
も
合
わ
せ
て
参
加
。
県
の
木
ユ

キ
ツ
バ
キ
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

ブ
ナ
や
ク
ロ
ベ
の
植
樹
を
体
験
し

ま
し
た
。 

草
花
を
愛
す
る 

　
心
を
育
て
よ
う 

　
　
　
　
緑
の
少
年
団 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・米　2.5合　・だし汁　500cc　・ゆでたけのこ　小１本 

・薄あげ　１枚　・しょうゆ　大さじ２　・酒　大さじ２ 

・みりん　大さじ1　・塩　少々 

・木の芽（あれば）適量 

たけのこご飯 
　5月17日は、高山祭りといい「戸外で飲食すると

運が開ける」といわれ、たけのこ料理や煮物やいわ

し料理を持ち寄って食事をしていました。今回は、

今が旬の「たけのこ料理」をご紹介します。 

①米は研いでザルにあげ、水切りしておく。 

②たけのこの穂先は、たて半分に切って薄切りにし、他の

　部分は薄くいちょう切りにする。 

③薄あげは油抜きをして、せん切りにする。 

④炊飯器に①の米とだし汁、調味料を入れてさっと混ぜ、

　②③の材料も加えて炊く。 

⑤充分に蒸らして器に盛り付け、木の芽を散らす。 

 
※たけのこのゆで方 
・たけのこの穂先を斜めに切り落とし、実を傷つけないよう
　にたてに包丁で切り目を1本入れる。 
・鍋に水と米ぬかひとつかみ（または米の研ぎ汁）、赤とうが
　らし１本、たけのこを入れる。 
・水加減はたけのこがかぶる位にし、落し蓋をして中火で１
　時間位ゆで、火を止めてそのまま冷ます。 
・冷めたら皮をむいてよく水洗いする。 

久
び
さ
の
春
日
に
天
は
病
葉
を
払
い
清
め
て
庭
に 

佇
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

昨
日
晴
れ
今
日
は
雪
と
て
庭
隅
に
福
寿
草
は
春
を 

さ
さ
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

さ
え
ず
り
に
耳
を
す
ま
せ
ば
雲
雀
の
声
枝
々
渡
り 

頭
上
と
び
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

摘
ま
み
食
い
今
し
せ
む
と
す
夫
の
手
に
箸
も
つ
べ 

し
と
吾
は
言
い
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

揚
げ
ひ
ば
り
雲
間
に
姿
み
つ
け
た
り
降
り
る
は
　

佐
藤
　
庄
七 

お
り
る
　
り
も
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
） 

63

短

　

歌 

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品 

　あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も

ま
　
　

す
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お 

　
　
　
　
　
　
さ
え
ず 



鈴 木 　弘  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
素
性
」・「
文
字
」・「
雑
詠
」 
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読
め
な
く
も
文
字
褒
め
て
る
書
道
展
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

我
が
家
で
は
血
筋
の
良
さ
は
ペ
ッ
ト
だ
け
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

隠
し
て
も
人
柄
に
出
る
氏
素
性
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

春
だ
よ
と
雪
山
拝
む
老
の
幸
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

同
じ
筆
使
っ
て
友
の
文
字
光
る
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

文
貰
い
筆
の
走
り
に
心
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

小
さ
き
葉
舞
う
長
閑
さ
や
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

大
欅
ゆ
う
ゆ
う
芽
吹
く
医
師
屋
敷
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

枸
橘
の
花
高
々
と
少
年
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

温
む
池
昨
日
と
違
ふ
水
の
色
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

仏
前
に
村
上
新
茶
供
え
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

初
燕
待
ち
人
来
た
る
感
じ
あ
り
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

　
国
重
要
文
化
財
「
渡
邉
邸
」
は
文

化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
建
築
さ

れ
た
約
三
十
万
枚
の
板
と
一
万
五
千

個
の
石
で
構
成
さ
れ
た
日
本
最
大
規

模
の
木
羽
葺
き
石
置
屋
根
の
建
物
で

あ
る
。
こ
の
屋
根
を
親
子
二
代
に
わ

た
っ
て
守
り
続
け
て
き
た
の
が
鈴
木

弘
さ
ん
で
あ
る
。 

　
鈴
木
弘
さ
ん
は
大
正
十
四
年
二
月

二
十
八
日
関
川
村
下
関
渡
辺
三
郎
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
親
は
屋

根
葺
職
人
で
あ
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
は

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
満
十

四
歳
で
父
親
に
弟
子
入
り
し
て
修
業

に
励
ん
だ
。
「
技
は
口
や
手
で
教
え

ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
見
て
覚
え
る

も
の
だ
」
と
言
わ
れ
、
持
ち
前
の
負

け
ん
気
で
技
術
を
身
に
つ
け
た
。
戦

争
で
兄
が
戦
死
、
ま
た
父
の
病
気
で

二
十
五
歳
頃
か
ら
一
人
で
屋
根
に
上

っ
た
。
一
人
前
に
な
る
に
は
十
年
は

か
か
る
と
い
う
木
羽
割
と
屋
根
葺
き

で
あ
る
。
一
番
難
し
い
の
は
木
羽
割

で
あ
る
。
最
も
大
切
な
こ
と
は
「
木

を
見
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。
つ
ま
り

木
を
見
て
大
割
に
す
る
時
に
、
節
の

位
置
と
か
年
輪
に
よ
っ
て
、
木
羽
が

取
り
易
い
よ
う
に
大
割
に
す
る
。
う

ま
く
大
割
す
る
に
は
経
験
を
積
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
羽
の
材
料
は

信
州
で
は
さ
わ
ら
や
栗
を
使
う
が
、

こ
の
地
方
で
は
杉
で
あ
る
。
八
十
年

以
上
の
直
径
一
尺
三
寸
以
上
の
木
が

油
気
が
多
く
木
羽
と
し
て
は
最
上
で

あ
る
と
い
う
。 

　
ナ
タ
で
割
っ
た
木
羽
は
繊
維
に
沿

っ
て
割
れ
る
の
で
柾
目
が
く
っ
き
り

と
現
れ
る
。
雨
水
は
柾
目
に
沿
っ
て

流
れ
る
た
め
雨
も
り
は
し
な
い
。 

　
ま
た
重
ね
た
時
板
と
板
と
の
間
に

す
き
間
が
で
き
る
の
で
機
械
仕
上
げ

の
板
と
違
い
毛
細
管
現
象
に
よ
る
水

の
吸
い
上
げ
は
な
い
と
い
う
。 

　
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
渡
邉
家
に
は

蔵
な
ど
の
付
属
の
建
物
を
含
め
て
七

百
坪
の
石
置
屋
根
が
あ
っ
た
。
屋
根

を
二
分
割
し
て
二
年
ご
と
に
板
の
表

裏
と
上
下
を
返
し
て
葺
き
替
え
を
し

て
き
た
が
現
在
は
四
分
割
し
て
葺
き

替
え
を
し
て
い
る
。 

　
戦
前
は
木
羽
葺
き
石
置
屋
根
が
民

家
の
九
割
を
占
め
て
い
て
、
木
羽
葺

職
人
も
村
内
に
十
数
人
も
い
た
。
し

か
し
戦
後
は
民
家
の
屋
根
は
殆
ど
瓦

屋
根
に
変
わ
っ
た
。
木
羽
葺
職
人
も

年
々
減
少
し
、
今
で
は
本
格
的
な
職

人
は
鈴
木
さ
ん
一
人
と
な
っ
た
。
平

成
十
年
三
月
新
潟
県
よ
り
保
存
技
術

の
保
持
者
の
認
定
を
受
け
た
（
選
定

技
術
者
新
潟
県
第
一
号
）。 

　
鈴
木
さ
ん
は
木
羽
葺
石
置
屋
根
だ

け
で
な
く
竹
く
ぎ
を
使
う
柿
板
葺
き

も
手
掛
け
、
寺
な
ど
の
文
化
財
を
中

心
に
全
国
百
六
十
四
ヶ
所
の
屋
根
に

か
か
わ
っ
た
。
渡
邉
家
の
将
来
の
こ

と
を
考
え
、
数
年
前
か
ら
三
人
の
弟

子
に
着
々
と
技
術
の
伝
承
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
九
年
十
一
月
文
化
庁
長

官
章
を
受
章
。
平
成
十
年
十
一
月
黄

綬
褒
章
を
受
章
。 
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平田　浩さん ちひろさん（上野新） 

　樹　ちゃん（５歳） 

光　颯ちゃん（１歳） 

　　いつき 

　み　　　はや 

　樹は弟思いの優しいお兄ちゃんです。光颯が泣いていると、誰よりも

早く駆け寄って、あやしてくれたり、いつも色々な事をして沢山笑わせ

てくれます。光颯もお兄ちゃんが大好きで、側に居るととても嬉しそう

です。早く一緒に遊べるようになるといいね。 

●４月16日～５月15日までの届出● 

18

平成21年４月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,071世帯（＋３） 
総 人 口　　6,857　人（＋１） 
　 男 　　　3,287 人（－３） 
　 女 　　　3,570 人（＋４） 

転入　22人　　転出　22人 

出生　４人　　死亡　３人 （　　　　　　　　） 

お誕生おめでとうございます 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

愛　友ちゃん（女）　高　瀬 
　　　　　　新村　優企・千 尋 さん 

結　菜ちゃん（女）　大　島 
　　　　　　平田　友一・詩 織 さん 

難波くらよ　さん　　93歳　　高　田 

駒沢　春雄　さん　　61歳　　下　関 

山口　　清　さん　　77歳　　辰田新 

新野　チカ　さん　　81歳　　南赤谷 

横山　トメ　さん　　99歳　　上新保 

伊藤　茂勝　さん　　84歳　　小和田 

　渡　　　与　一　さん　　上　関 
（山　崎）百合子　さん　（東京都） 

あ 　 ゆ  

ゆ 　 な  

ササユリ 

　ササユリは、野生ゆりの中でヒメサユリと人気を
二分している花で、ヒメサユリの分布は新潟、山形、
福島に対し、ササユリは本州中部から九州に分布し
ています。分布圏は重なりませんが、南北に長い新
潟県は北にヒメサユリ、南にササユリが生息してい
る貴重な地域です。ササユリの名前の由来は、葉が
笹に似ているところから付いたものですが、自生地
を知っている人は笹の生えているところに多いので、
“笹とともに生えるユリ”と感じている人もいます。
葉に覆輪斑が入る葉芸品も多く、通年楽しめます。
近年ササユリが減少しているといわれ
ますが、林業の衰退から雑木の伐採が
進まず、ササユリの生息環境が狭まっ
たのも一因のようです。 

栽培方法　村内の自生地域はヒメサユ
リですが、ササユリも同じような環境
で育ちます。鹿沼土と赤玉を８：２の
割合で混合した用土を使用しますが、
バーミキュライトとピートモスの同量
混合土でもよく育ちます。排水を良く
し半日陰で育てます。地植えすると枯
れやすいと聞きますが、排水対策とし
て水はけの良い用土を盛り上げて、日
陰になる場所でよく植え替えをすれば
大丈夫です。富山県はササユリの産地
で、私も富山の薬売りから自生の苗を
もらったことがあり、大切に育ててい
ます。 
◆六聖園（富樫幸子・上関） 

　今月号では、新型インフルエンザの特集
を掲載しました。毎日のように新聞やテレ
ビで放送され、皆さんも大変心配されてい
ると思います。特集にも掲載していますが、
インフルエンザの感染防止は、まず自己防
衛が一番です。私も、うがいや手洗いなど、
自分で出来ることから習慣づけたいと思い
ます。 
　関川村ホタルの会が、ホタルがたくさん
見られるポイントに標柱を設置してくれま
した。皆さんも足を運んでみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（つ） 




